
秋
も
深
ま
り
、
寒
い
日
も
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
本
格
的
な
流

行
を
続
け
て
お
り
、
万
全
な
準

備
が
必
要
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の

優
先
摂
取
に
関
す
る
情
報
に
も

十
分
注
意
し
、
大
流
行
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
対

策
に
は
、
通
常

の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
と
同

様
の
次
の
手
法

が
あ
り
ま
す
。

①
う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
の

励
行
、
②
十
分
な
栄
養
や
睡
眠
に

よ
り
、
体
力
や
免
疫
力
を
高
め
、

感
染
し
に
く
い
状
態
に
保
つ
、
③

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
、
④

外
出
時
等
の
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
の

励
行
。

ま
た
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
る
と
と
も
に
、
大
流
行
に

備
え
て
食
料
や
日
用
品
な
ど
を

備
蓄
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で

す
。
国
で
は
２
週
間
程
度
の
食

料
や
日
用
品
等
の
備
蓄
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
合
併
症
で
、
発
症
後

の
急
速
な
病
状
の
進
行
と
予
後
の
不
調
を

特
徴
と
す
る
疾
患
で
す
。
国
に
お
い
て
は
、

今
後
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に

よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
が
増
加
す
る

懸
念
が
あ
る
と
し
、
保
護
者
の
皆
様
に
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
通
常
は
、
乳

幼
児
が
主
体
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

小
学
生
か
ら
10
代
半
ば
の
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

症
状
（
発
熱
及
び
咳
・
の
ど
の
痛
み
・
鼻

水
／
鼻
つ
ま
り
な
ど
）
に
加
え
て
、

Ａ

呼
び
か
け
に
応
え
な
い
な
ど
意
識
レ
ベ
ル

の
低
下
が
見
ら
れ
る

Ｂ

持
続
し
た
痙
攣
、
痙
攣
の
発
作
を
繰
り

返
し
て
30
分
以
上
意
識
が
完
全
に
回
復

し
な
い

Ｃ

意
味
不
明
の
言
動
が
見
ら
れ
る

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
指

定
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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員

包
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嘉
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東
区
北
８
条
東
16
丁
目
１
‐
23

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

7
4
3
-
3
3
1
4

○
優
先
接
種
対
象
者

１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
診
療
に
直

接
従
事
す
る
医
療
従
事
者
（
救
急
隊

員
を
含
む
）

２

妊
婦
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

３

１
歳
〜
小
学
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
小
児

４

１
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者

○
お
問
い
合
わ
せ

東
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
子
ど
も
課

電
話

７
１
１
〜
３
２
１
１

○
小
児
救
急
相
談
電
話

＃
８
０
０
０

固
定
・
携
帯
共
通



20
〜
30

歳
代
の
女
性
で

急
増
し
て
い
る
子
宮
頸
が

ん
に
関
し
て
新
た
な
対
策

が
で
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
薬
事
・

食
品
衛
生
審
議
会
の
薬
事

分
科
会
が
9
月
29
日
、
子

宮
頸
が
ん

の
予
防
ワ

ク
チ
ン
を

国
内
で
初

め
て
承
認
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

承
認
が
決
ま
っ
た
ワ
ク

チ
ン
は
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ

ス
ク
ラ
イ
ン
社
が
申
請
し

て
い
た
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
」
で
す
。
既
に
世
界
98

カ
国
で
承
認
さ
れ
て
お
り
、

国
内
で
の
早
期
承
認
が
待

ち
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮

の
入
り
口
の
表
面
細
胞
に

悪
性
腫
瘍
が
で
き
る
病
気

で
す
。
主
な

原
因
は
発
が

ん
性
の
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
持
続
的
な
感

染
で
す
が
、
サ
ー
バ
リ
ッ

ク
ス
の
接
種
に
よ
り
約
７

割
の
感
染
を
防
げ
ま
す
。

公
明
党
が
推
進
し
、
こ

の
秋
始
ま
っ
た
「
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
恒
久
化
と
合

わ
せ
、
子
宮
頸

が
ん
征
圧
に
取

り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

凍
結
が
懸
念
さ
れ
る

シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
を
視
察

政
府
の
ダ
ム
事
業
の
見

直
し
方
針
を
受
け
、
事
業

凍
結
が
懸
念
さ
れ
る
夕
張

市
の
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
工

事
現
場
を
こ
の
ほ
ど
視
察
、

地
域
住
民
と
の
懇
談
会
も

開
催
し
ま
し
た
。
ダ
ム
完

成
後
の
固
定
資
産
税
が
夕

張
の
再
建
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
不
安
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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◎かね国よしすけ質問

我が党は、従来より、疾病予防

や介護予防を目的とした温泉療

法を推進してまいりました。そのた

め、特定の条件のもと、温泉療法

を医療費控除の対象とするなどの

制度を創設し、その普及にも取り

組んでまいりました。

（中略）

温泉大国の本道としては、温泉

観光にいかに付加価値をつけて

いくかという観点からも、温泉利用

プログラム型健康増進施設の普

及促進を図るべきと考えますが、

所見を伺います。

◎保健福祉部長答弁

（前略）

こうした取り組みは、高齢化が進

行する中で、道民の疾病予防や

介護予防に大きな役割を果たす

ことが期待できますとともに、温泉

地の活性化にも寄与いたしますこ

とから、道といたしま

しては、温泉入浴指

導員のいるホテルや

旅館などを対象に

説明会を開催する

などして、認定に向けた取り組み

が進むよう働きかけてまいりたいと

考えております。

北海道内の
交通事故実態

交通事故件数 １５，４２２ 件
昨年比 －１，０５７ 件

死亡者数 １６１ 人
昨年比 －１１ 人

受傷者数 １８，８３０ 人
昨年比 －１，３０７ 人

以上、10月 20日現在

本会議における健康増進に関する一般質問から（抜粋）

い
い
国

か
ね
国

北
海
道

子
宮
頸
が
ん
制
圧
へ

新
ワ
ク
チ
ン
を
承
認


